
　　

久
留
米
藩
領
は
、
北
側
に
九
州
一
の
大

河
・
筑
後
川
、
東
部
の
南
側
に
は
急
峻
な

耳
納
山
地
が
連
な
り
、
ひ
と
た
び
大
雨
と

な
る
と
筑
後
川
や
耳
納
北
麓
の
小
河
川
が

氾
濫
を
起
こ
し
、
度
々
水
害
が
発
生
し
て

い
ま
し
た
。

　

特
に
筑
後
川
は
、
源
流
部
や
上
流
の
山

地
に
降
っ
た
大
量
の
雨
水
が
、
勾
配
の
強

い
上
流
部
を
一
気
に
流
れ
下
り
、
傾
斜
が

緩
や
か
に
な
る
平
野
部
で
氾
濫
す
る
た
め
、

一
夜
に
し
て
流
路
を
変
え
、
周
辺
の
様
相

を
一
変
さ
せ
る
「
一
夜
川
」
の
異
名
を
持

ち
ま
す
。

　

度
重
な
る
洪
水
は
、
城
下
町
を
含
め
た

藩
領
内
の
人
的
・
物
的
被
害
は
も
と
よ
り
、

田
畑
を
荒
廃
さ
せ
、
飢
饉
や
病
虫
害
の
発

生
な
ど
人
々
の
生
活
に
様
々
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
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筑
後
川
と
生
き
る
!!

　
　
　
　〈
後
編
〉
久
留
米
藩
の
治
水
事
業

暴
れ
川
を
治
め
る
堤
防
や
制
水
施
設

　
　
　

流
渦
巻
く
筑
後
川
。
近
年
、
豪
雨
災
害
が
続
き
、
洪
水
や
浸
水

　
　
　

被
害
を
抑
え
る
治
水
の
重
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

元
来
、
最
大
流
量
と
最
小
流
量
の
差
が
一
際
大
き
く
、
治
め
に
く
い

筑
後
川
と
、
流
域
に
暮
ら
す
人
々
と
の
闘
い
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
連

綿
と
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
治
水
事
業
と
し
て
体
系
的
に

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、久
留
米
藩
の
治
世
期
か
ら
で
す
。

濁１

江戸時代の制水施設　荒籠（城島町付近の筑後川左岸）江戸時代の制水施設　荒籠（城島町付近の筑後川左岸）久留米藩領と筑後川久留米藩領と筑後川

「
一
夜
川
」
と

       

呼
ば
れ
た
筑
後
川

昭和 28 年の水害昭和 28 年の水害

久留米藩領

久留米藩領

久留米藩領

福岡藩領

秋月藩領
福岡藩支藩

佐賀藩領

久留米城

高良山

筑
後
川

耳
納
山
地

背振山地
有明海

暴
れ
川
を
治
め
る
た
め
に
奮
闘
し
た

技
術
者
が
い
た
！
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
、
度
重
な
る
水
害
に
立
ち
向
か
う

久
留
米
藩
の
治
水
の
歴
史
に
迫
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て   

い    

ぼ  

う  

　
　
　 

せ   

い   

す   

い      

し      

せ   

つ

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

み
の
う

は
ん
ら
ん

こ
う
ば
い

き
き
ん

い
ち
や
が
わ



　

江
戸
時
代
、「
筑
後
川
は
２
年
に
１
度
、

決
壊
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
科

学
技
術
庁
資
源
局
に
よ
る
『
河
川
の
変
遷

に
関
す
る
調
査
資
料
』
に
よ
れ
ば
、
天
正

元
年
（
１
５
７
３
）
か
ら
慶
応
３
年
（
１

８
6
7
）
に
か
け
て
の
２
９
４
年
間
に
、

１
６
６
回
も
の
洪
水
が
発
生
し
た
と
さ
れ

ま
す
。

　

城
下
町
を
中
心
と
し
た
久
留
米
藩
領
の

洪
水
に
は
、
主
に
地
形
的
な
要
因
か
ら
３

つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

　

①
久
留
米
城
下
町
付
近
は
内
水
氾
濫
と

　
　

滞
水
に
よ
る
家
屋
浸
水
及
び
、
長
期

　
　

に
水
が
引
か
な
い
事
に
よ
る
水
腐
れ

　

②
久
留
米
よ
り
上
流
の
地
域
は
決
壊
・

　
　

破
堤
浸
水
が
起
こ
り
や
す
く
、
勾
配

　
　

の
あ
る
地
形
に
よ
り
流
速
の
速
い
濁

　
　

流
が
流
れ
込
む
流
水
被
害
の
発
生

　

③
急
傾
斜
の
斜
面
を
小
河
川
が
流
れ
降

　
　

る
耳
納
山
麓
は
、
河
川
の
氾
濫
や
山

　
　

津
波
（
山
崩
れ
・
地
滑
り
）
を
起
こ

　
　

し
や
す
い
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２
城
下
や
村
々
を

　
　
　
襲
う
水
害

・
元
禄
15
年
（
１
７
０
２
）
の
洪
水

　
こ
の
年
は
、
春
か
ら
天
候
が
不
順
で
、

繰
り
返
し
洪
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
瀬
下

町
の
石
原
為
平
（
１
７
１
７
〜
８
８
）
が

旧
記
や
見
聞
を
ま
と
め
た
「
石
原
家
記
」

で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
５
月
】

　

１
日　

大
雨
・
大
雷
、
所
々
に
落
ち
る
、

　
　
　
　

且
つ
大
水

　

16
〜
25
日　

大
雨
が
降
り
続
く

　

20
日　

町
で
床
上
浸
水
多
数
。
１
日
の

　
　
　
　

大
水
と
今
回
で
藩
領
中
の
所
々

　
　
　
　

で
土
居
が
破
損
し
た　

　

22
日　

藤
田
村
（
広
川
町
藤
田
・
久
留

　
　
　
　

米
市
荒
木
町
藤
田
）
か
ら
竜
巻

　
　
　
　

が
上
が
り
家
５
軒
倒
れ
る
。
け

　
　
　
　

が
人
は
な
し
。

【
８
月
】

　

29
〜
30
日　

大
風

　

31
日　

氷
降
る
。
そ
の
粒
の
重
さ
は
１

　
　
　
　

匁
（
約
４
ｇ
）

【
閏
８
月
】

　

こ
の
春
か
ら
雨
が
頻
繁
に
降
り
、
洪
水

　

が
32
回
発
生
し
た

一
　
五
月
廿
日
、
大
水
十
六
日
よ
り
大
雨
、
廿
五
日
迄
降
続
、
其
内
廿
日
藤
田

　
　
村
よ
り
龍
上
り
、
家
五
軒
巻
倒
、
人
怪
我
無
し
、
廿
日
水
、
町
へ
上
り
、

　
　
床
之
上
ニ
上
り
候
処
多
し
、
当
月
朔
日
之
水
、
今
度
之
水
ニ
而
、
国
中

　
　
所
々
土
居
破
損
、

洪水に関する元禄 15 年５月 16 日～ 22 日の記事
（「石原家記　写」、久留米市教育委員会蔵）
洪水に関する元禄 15 年５月 16 日～ 22 日の記事
（「石原家記　写」、久留米市教育委員会蔵）

　

ま
た
、
５
月
の
洪
水
で
は
死
者
２
名
、

流
出
家
屋
48
戸
、
６
月
は
死
者
１
名
、
流

出
家
屋
１
１
７
戸
の
被
害
が
発
生
し
、
米

作
の
被
害
は
当
時
の
藩
総
石
高
の
半
数
に

及
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
翌
年
の
元
禄
16
年
（
１
７
０
３
）

年
に
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
大
旱
魃
と
な
り

飢
饉
が
発
生
し
、
領
民
の
生
活
や
藩
政
運

営
に
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
頻
繁
に
災
害
を
も
た
ら

す
筑
後
川
の
治
水
は
、
領
民
に
と
っ
て
は

生
活
に
直
結
す
る
課
題
と
し
て
、
ま
た
、

為
政
者
に
と
っ
て
は
安
定
的
な
藩
政
運
営

を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
様
々

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

大風・洪水に関する元禄 15 年８月～閏８月の記事
（「石原家記　写」、久留米市教育委員会蔵）

大風・洪水に関する元禄 15 年８月～閏８月の記事
（「石原家記　写」、久留米市教育委員会蔵）

八
月
廿
九
日
、
夜
半
よ
り
晦
日
晩
迄
大
風
、
同
晦
日
、
氷
降
、
重
目
壱
匁

当
春
よ
り
閏
八
月
迄
雨
繁
く
、
洪
水
三
十
二
度
出
る
、

な
い
す
い
は
ん
ら
ん

た
い
す
い

み
ず
ぐ
さ

け
っ
か
い

は
て
い
し
ん
す
い

つ
な
み

や
ま

い
し
は
ら
か
き

う
る
う

き
き
ん

だ
い
か
ん
ば
つ



　

筑
後
川
の
治
水
事
業
は
江
戸
時
代
に

な
っ
て
か
ら
本
格
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

有
馬
家
の
前
に
こ
の
地
を
治
め
た
田
中

吉
政
は
、
筑
後
川
の
蛇
行
に
よ
る
久
留
米

城
下
周
辺
へ
の
影
響
を
低
減
す
る
た
め
に

瀬
下
新
川
（
捷
水
路
：
直
流
化
事
業
）
の

開
削
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

有
馬
家
の
治
世
に
な
る
と
、
治
水
事
業

は
城
下
周
辺
を
護
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

徐
々
に
藩
領
内
へ
広
が
り
ま
す
。

・
様
々
な
治
水
事
業

　

直
流
化
の
た
め
の
捷
水
路
（
新
川
、
蛇

行
部
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
）
や
堤
防
の
築

造
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
基
本
的

か
つ
有
効
な
治
水
事
業
と
し
て
継
続
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
当
時

の
治
水
施
設
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、

水
刎
・
荒
籠
や
支
川
の
片
側
堤
防
（
控
堤
）・

霞
堤
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
捷
水
路
（
新
川
開
削
）

　

増
水
時
に
負
担
が
か
か
る
蛇
行
部
分
を

直
線
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
洪
水
の
危

険
性
を
回
避
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
舟
運
の
利
便
性
の
向
上
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
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３
久
留
米
藩
の
治
水
事
業

　

 

・
元
禄
元
年
（
１
６
８
８
）　

山
本
郡
蜷

　
　

川
村
の
新
川
開
削

　

・
享
保
10
年
（
１
７
２
5
）　

山
本
郡
鯰

　
　

久
保
の
新
川
開
削

◆
堤
防

　

・
千
栗
堤
防　
寛
永
年
間
（
１
６
２
４

　
　

〜
１
６
４
5
）、
佐
賀
藩
が
成
富
兵
庫

　
　

茂
安
に
筑
後
川
右
岸
に
築
造
さ
せ
た
。

　

・
安
武
堤
防　
寛
永
年
間
に
千
栗
堤
防

　
　

に
対
応
す
る
筑
後
川
左
岸
に
久
留
米

　
　

藩
の
普
請
奉
行
丹
羽
頼
母
に
よ
っ
て

　
　

築
造
さ
れ
た
延
長
約
１
里
の
堤
防
。

　
　

寛
保
元
年（
１
７
４
１
）に
延
長
補
築
。

　

・
支
川
の
片
側
堤
防
（
控
堤
）　
筑
後
川

　
　

本
流
に
流
れ
込
む
支
川
の
片
側
（
筑

　
　

後
川
右
岸
で
あ
れ
ば
支
川
の
右
岸
、

　
　

左
岸
で
あ
れ
ば
支
川
の
左
岸
）
に
築

　
　

造
さ
れ
た
堤
防
。
筑
後
川
本
川
上
流

　
　

で
発
生
し
た
氾
濫
を
、
こ
の
堤
防
で

　
　

受
け
て
本
川
に
戻
す
機
能
を
有
し
ま

　
　

す
。
古
川
、
巨
瀬
川
、
陣
屋
川
、
高

　
　

良
川
と
筑
後
川
の
合
流
部
な
ど
に
現

水刎・荒籠のはたらき水刎・荒籠のはたらき

　
　

在
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

・
霞
堤　
１
つ
の
堤
防
が
破
堤
し
て
も
、

　
　

下
流
に
影
響
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
、

　
　

幾
重
か
に
平
行
し
て
築
か
れ
た
堤
防
。

◆
水
刎
・
荒
籠　

　

河
岸
の
防
護
や
流
路
の
安
定
、
水
深
の

維
持
な
ど
の
た
め
に
築
か
れ
た
水
を
制
御

す
る
た
め
の
施
設
で
、
強
固
な
石
積
み
を

河
岸
か
ら
下
流
方
向
（
時
に
は
流
れ
に
垂

直
に
）
突
き
出
す
よ
う
に
設
置
し
た
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
設
置
し
た
側
の
護
岸
の

効
果
と
と
も
に
、
流
れ
を
受
け
て
対
岸
に

刎
る
こ
と
か
ら
、
水
流
に
よ
っ
て
対
岸
を

削
る
作
用
が
あ
る
た
め
、
筑
後
川
を
境
に

藩
が
異
な
る
江
戸
時
代
に
は
、
対
抗
す
る

よ
う
に
競
っ
て
水
刎
・
荒
籠
が
つ
く
ら
れ
、

藩
同
士
の
争
い
の
原
因
に
も
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
が
筑
後
川
の
流
路
を
狭
め
る

こ
と
に
な
り
、
洪
水
発
生
の
原
因
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

水
刎
・
荒
籠
は
構
造
的
に
は
同
様
の
施

設
で
す
が
、
筑
後
川
で
は
、
水
流
が
当
た

る
部
分
に
設
置
し
、
水
を
刎
ね
て
河
岸
を

護
る
も
の
を
水
刎
、
流
路
の
固
定
や
流
速

を
緩
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
河
岸
を
護
る
も

の
を
荒
籠
と
呼
び
ま
す
。
水
刎
・
荒
籠
は
、

舟
運
に
も
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も

城
島
町
周
辺
な
ど
で
荒
籠
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。水流による河岸の浸食

水刎・荒籠による河岸の保護

水流の固定化

長門石と小森野の捷水路（現在の状況は、明治から昭和にかけて整備されたもの）長門石と小森野の捷水路（現在の状況は、明治から昭和にかけて整備されたもの）

筑後川旧河道

筑後川旧河道

捷水路

捷
水
路

久留米城

梅林寺

他藩

自藩

他藩

自藩

た
な
か

よ
し
ま
さ

し
ょ
う
す
い
ろ

み
ず
は
ね 

あ
ら
こ

ひ
か
え
て
い

か
す
み
て
い

し
ょ
う
す
い
ろ

な
ま
ず

に
な

が
わ

く
ぼ

ち
り
く

や
す
た
けふ

し
ん
ぶ
ぎ
ょ
う 

に
わ
た
の
も

こ 

せ

か
す
み
て
い

み
ず
は
ね 

あ
ら
こ

は



・
丹
羽
頼
母
に
よ
る
荒
籠
の
築
造

　

久
留
米
藩
士
・
丹
羽
頼
母
は
、
土
木
・

治
水
技
術
に
長
け
、
数
々
の
工
事
を
監
督

し
ま
し
た
。
荒
籠
の
築
造
も
多
く
、
代
表

的
な
も
の
は
表
の
通
り
で
す
。

中
で
も
草
場
村
の
荒
籠
は
規
模
が
大
き
く

堅
固
で
あ
っ
た
た
め
、
頼
母
荒
籠
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
荒
籠
は
明
治

22
年
の
改
修
工
事
で
撤
去
さ
れ
、
現
在
は

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
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恵利堰

・
久
留
米
藩
の
治
水
・
利
水
事
業
を

　
　
　
　
支
え
た
技
術
者
「
丹
羽
頼
母
」

　

丹
羽
頼
母
は
、
元
和
８
年
（
１
６
２
２
）

36
歳
の
時
、
久
留
米
藩
初
代
藩
主
・
有
馬

豊
氏
に
仕
え
、
有
馬
家
の
国
づ
く
り
を
高

い
技
術
で
支
え
ま
し
た
。

　

江
戸
幕
府
よ
り
江
戸
城
平
川
口
の
修
理

や
、
日
光
山
の
廟
所
営
繕
を
命
令
さ
れ
る

と
、
丹
羽
頼
母
は
久
留
米
藩
の
現
場
監
督

と
し
て
派
遣
し
ま
し
た
。

　

ま
た
藩
領
内
で
も
、
久
留
米
城
の
整
備

や
高
良
大
社
の
社
殿
の
造
営
、
そ
し
て
筑

後
川
の
治
水
・
利
水
で
優
れ
た
土
木
技
術

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

治
水
事
業
で
は
安
武
堤
防
や
各
地
の
荒

籠
、
竹
野
郡
早
田
村
（
現
田
主
丸
町
）
の

霞
堤
な
ど
、
筑
後
川
の
豊
富
な
水
を
活
か

す
た
め
の
利
水
事
業
で
も
手
腕
を
発
揮
し
、

稲
吉
堰
（
現
小
郡
市
）
を
は
じ
め
、
大
石

長
野
水
道
、
大
石
堰
（
現
う
き
は
市
）
の

築
造
な
ど
久
留
米
藩
の
大
事
業
を
手
が
け

ま
し
た
。

　

始
め
４
０
０
石
で
召
抱
え
ら
れ
た
頼
母

は
、
功
績
の
度
に
加
増
さ
れ
１
０
０
０
石

と
な
り
、
子
孫
も
そ
の
禄
高
を
継
承
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

頼
母
の
名
声
は
遠
く
他
藩
に
及
び
、
ま

た
そ
の
知
恵
者
ぶ
り
を
物
語
る
さ
ま
ざ
ま

な
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
丹
羽
頼
母
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

数
あ
る
逸
話
の
１
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

頼
母
が
木
曽
路
の
あ
る
宿
に
通
り
か

か
っ
た
と
こ
ろ
、
巨
石
が
転
落
し
て
往
来

を
妨
げ
て
い
ま
し
た
。
数
百
の
人
夫
で
巨

石
を
除
け
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
上

手
く
い
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
頼
母
は
人
夫
た
ち
に
、
巨
石
の

傍
ら
に
大
き
な
穴
を
掘
ら
せ
、
石
に
縄
を

掛
け
、
穴
の
中
へ
落
と
し
入
れ
て
埋
め
さ

せ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
短
時
間
で
往
来

が
可
能
に
な
り
、
頼
母
の
功
績
は
そ
の
辺

り
で
の
語
り
草
と
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

久
留
米
藩
領
内
で
は
、
江
戸
期
を
通
じ

て
堤
防
の
設
置
や
新
川
開
削
（
捷
水
路
）

な
ど
の
治
水
事
業
を
は
じ
め
、
用
水
や
溜

池
の
建
設
な
ど
利
水
事
業
も
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

治
水
や
利
水
は
、
藩
に
と
っ
て
も
領
民

に
と
っ
て
も
必
要
な
事
業
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ら
の
工
事
は
全
て
、
農
民
の

公
役
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
工
事

の
規
模
に
よ
り
、
惣
郡
・
一
郡
・
組
割
り

な
ど
で
出
夫
が
命
じ
ら
れ
、
年
貢
高
に
応

じ
て
、
自
分
の
村
が
受
益
地
で
な
い
場
合

も
藩
が
命
じ
る
様
々
な
公
役
に
駆
り
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
公
役
は
後

に
は
本
来
の
年
貢
以
外
の
負
担
で
あ
る
直

納
米
と
し
て
課
せ
ら
れ
、
農
民
の
負
担
は

更
に
増
え
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

４
治
水
事
業
と
農
民
の
負
担

　

久
留
米
市
は
全
域
が
筑
後
川
流
域
に
含

ま
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
大
き
な
恩

恵
の
も
と
発
展
し
、
時
に
は
人
智
を
尽
く

し
て
闘
っ
て
き
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
以
降
、
継
続
し
て
現
代
ま
で

取
り
組
ま
れ
て
き
た
様
々
な
治
水
事
業
に

よ
っ
て
、
筑
後
川
本
流
の
氾
濫
に
よ
る
洪

水
は
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は

過
去
に
無
か
っ
た
よ
う
な
雨
量
が
短
期
間

に
集
中
す
る
傾
向
も
あ
り
、
支
流
の
増
水

に
よ
る
内
水
氾
濫
な
ど
、
現
在
も
自
然
災

害
と
の
闘
い
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

川
と
の
つ
な
が
り
に
思
い
を
馳
せ
、
私

た
ち
が
住
ま
う
地
域
が
、
地
形
的
に
ど
の

よ
う
な
場
所
で
あ
る
の
か
を
再
認
識
す
る

こ
と
は
、
防
災
の
観
点
か
ら
も
意
義
深
い

こ
と
で
す
。
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５
筑
後
川
と
と
も
に

荒　籠（城島町付近の筑後川右岸）荒　籠（城島町付近の筑後川右岸）

和暦 西暦 築造地（現在地名）

慶安元 1648 三潴郡中島村（安武町）

慶安３ 1650 三潴郡江島村（城島町）

承応元 1652 三潴郡草場村（三潴町）

承応２ 1653 久留米城周辺石場地区（小森野町他）

明暦２ 1656 三潴郡道海島（大川市）

寛文７ 1667 三潴郡下田村（城島町）

【 丹羽頼母による主な荒籠の築造 】 に
わ 

た
の
も

 

た
の
も
あ
ら
こ

び
ょ
う
し
ょ

そ
う
ぐ
ん


